
１. 基本条件

帰宅困難者は、日常生活行動者に加え、計画区域で開催される大型イベントの観光客の影
響を考慮して、以下のとおり算出する

① 日常生活行動者
就業や通学を目的とする滞在者、居住者、業務目的及び買い物や観光などの私用目的

の来訪者で、発災時に計画区域内にいる人または発災時に計画区域に流入する人を対象
に算出（平日、休日別に算出）

【参考資料-3】帰宅困難者数の推計

さっぽろ雪まつり

■開催時期：2月上旬
■平日244千人・休日325千人
（H22雪まつり観光客：過去最大）

② 観光行動者
イベント開催時の観光客による帰宅困難者数の増

加を踏まえ、『さっぽろ雪まつり』大通会場の来場
者を対象に算出（平日、休日別に算出）

③ ①と②を合算して帰宅困難者数を算出（平日、休日別に算出）

２．日常生活行動者の算出①

①検討対象地域（ゾーン）
右図に示す「都市再生安全確保計画区域」周辺
第４回道央都市圏PT調査におけるゾーンで
都市再生安全確保計画区域に流入が想定される
地区（計画区域内地下鉄駅・ＪＲ駅の利用が想定さ

れるゾーンは32ゾーン）

②想定する状況
・全ての道路で自動車の通行は不可能

全 停

(1)算出条件

・公共交通機関は全て運行停止

・滞在者・来訪者の帰宅・退避行動における歩行に
際しては全ての路線は十分に健全とする

・滞在者・来訪者は帰宅を第一に考えるが、帰宅距
離が長い者は滞在施設へ移動する

③帰宅困難の考え方
・交通手段による帰宅が困難となった場合、遠距離
の場合は帰宅が難しい状況となると考えられる

・ 東日本大震災の帰宅実態調査結果を踏まえ、帰
宅困難者数を算定

・詳細は次頁以降参照
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２．日常生活行動者の算出②

・計画区域内の駅：６駅
JR札幌駅
地下鉄さっぽろ駅
地下鉄大通駅
地下鉄バスセンター駅
地下鉄すすきの駅
地下鉄豊水すすきの駅

(2)計画区域内にいる人及び計画区域に流入する人の算出

〇発災時に計画区域内にいる者
〇発災時に検討対象地域（ゾーン）にいる者のうち、計画区域内のＪＲ駅・地下鉄駅に向かう人
（下図①～④の人）

札幌駅桑園駅 苗穂駅

北
1
2
条

北
1
3
条

東

都市再生安全
確保計画区域

検討対象地域（ゾーン）

（都市再生安全確保計画区域縁辺部）

区域内の駅に
向かう人③

東西線利用者

区域外の駅に向かう
ＪＲ線利用者は

対象外

・帰宅時の利用駅は乗継なし
で自宅の最寄駅となるＪＲ
駅・地下鉄駅を利用

（例）真駒内地区の滞在者は
南北線
福住地区の滞在者は
東豊線 など

大通駅

札幌駅

す
す

き
の

駅

豊
水
す

す
き
の

駅
桑園駅 苗穂駅

中
島

公
園

駅

バスセンター前駅西１１丁目駅

区域内は徒歩
帰宅を除き全て

区域内の駅を利用

区域縁辺部は
帰宅方向に応じて
区域内の駅を利用

区域内の駅に
向かう人②

南北線利用者

区域外の駅に向かう
東西線利用者は

対象外

区域内の駅に
向かう人①
ＪＲ線利用者

区域内の駅に
向かう人④

東豊線利用者
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２．日常生活行動者の算出③

○パーソントリップ調査データより、検討対象地域（ゾーン）にいる人のうち、計画区域内にいる
人・計画区域に流入する人を算出し、時間帯別、平日・休日別に集計

○区域内にいる人・区域に流入する人の数が最も多いのは、
平日で１４時台前後に３７０～３８０千人／時、休日で１５時台前後に１８０～１９０千人／時

●平日 平日ピーク14時台前後
370～380千人／時

６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

区域内にいる人 11 12 15 28 39 43 46 47 48 49 47 47 44 38 32 26 20 16 13

区域に流入する人 47 47 49 56 67 94 118 129 141 142 133 118 102 87 79 70 63 58 53

合計 58 59 64 84 106 137 165 176 189 191 180 164 146 125 111 96 82 74 66
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６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

区域内にいる人 40 42 65 191 229 237 241 243 243 241 240 236 221 176 139 112 92 79 71

区域に流入する人 80 80 84 91 105 122 131 131 134 130 124 116 110 103 96 87 81 73 65

合計 120 122 149 282 334 360 373 374 377 371 363 352 332 279 235 199 173 152 136

0

50
す
る
人

人
／
時
）

●休日
休日ピーク15時台前後

180～190千人／時
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２．日常生活行動者の算出④

①「第３次地震被害想定」と今回の検討との違い

【第3次地震被害想定】
※阪神淡路大震災を踏まえて設定

交通手段 ：全手段（徒歩・自転車を考慮しない）
帰宅困難率：以下の内容
冬季 ：距離を70％に減小と仮定

【今回検討】
※東日本大震災を踏まえて設定

交通手段 ：徒歩・自転車は帰宅可能
帰宅困難率：以下の内容
冬季 ：第3次地震被害想定の検討と同様に

距離を70％に減小と仮定
自転車利用は公共交通に転換と仮定

夏季の場合

(3)帰宅困難者等の算出

夏季の場合

●帰宅困難率％＝（0.03114×外出距離km）×100●距離が7km 以下の場合＝：100％帰宅可能とする
●距離が7～14km 未満の場合：帰宅困難率％で計算

帰宅困難率％＝（0.01429×（外出距離km-7）×１００
●距離が14km 以上の場合： 100％帰宅困難

冬季の場合

16km0km 32km

居住地ゾ ま 距

帰宅困難者
帰宅可能者

夏季の場合

冬季の場合

0km 7km 14km

0km 10km 20km

帰宅可能者 帰宅困難者

帰宅可能

者
帰宅困難者

居住地ゾーンまでの距離

○まず帰宅困難者数が多くなる冬季を算出

居住地ゾーンまでの距離

夏季の場合

23km 46km0km

帰宅困難者

帰宅可能者

居住地ゾーンまでの距離

居住地ゾーンまでの距離

○以下により、冬季の帰宅困難者数を算出

○次に夏季を算出
●帰宅困難率％＝（0.0218×外出距離km）×100

２．日常生活行動者の算出⑤

a)帰宅困難者
○滞在者・来訪者は、パーソントリップデータを

用いて平・休日算出
・従業者、通学者＝滞在者
・業務・私用目的行動者＝来訪者

※算出結果はP3-5

b)屋外滞留者

◆建築学会の被災レベル分類
※阪神・淡路大震災の記録 第1巻（消防庁、
平成8年1月17日発行）

○倒壊：建物全体が崩壊、転倒したもの、ある
いは層の崩壊したもの

○大破：建物骨組みが損傷したり、あるいは、
大きく傾斜したりして、倒壊の恐れがあるもの

○中破：建物骨組みが損傷し、若干の傾斜や
残留層間変形が認められるものの、倒壊の危
険性は少ないもの

○小破：建物骨組みに僅かな損傷の認められ
も

滞在
不可

②算出手法

鉄筋コンクリート及び鉄筋・鉄骨コンクリート造(S56以前）

11% 14% 10% 14%

16%

15%

37%

32%

34%

14%

35%

25%

3%

7%

6%

10%

8%

9%

昭和46年以前

昭和47～56年

合計

倒壊又は破壊 大破 中破 小破 軽微 無被害

b)屋外滞留者
○滞在者は、建築年次により、建物内での滞在可

否を考慮
・滞在者の建物内での滞在の可否により屋外滞留

者を算出
・S56年以前に建築の建物（老朽化建物）は

約２０％が地震時に倒壊すると仮定
（詳細は右記参照）

・老朽化建物滞在者の２０％は屋外滞留者
（都市計画基礎調査データを用いて算出）

○来訪者は滞在場所が確保できないと仮定し、
全て屋外滞留者とみなす

※算出結果はP3-6,7

る程度のもの
○軽微：建物躯体は無被害で、外装材などに
若干の損傷が認められる程度のもの

未耐震のうち
17%が

滞在不可
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３．観光行動者の算出①

千人/日

2/4(木) 2/5(金) 2/6(土) 2/7(日) 2/8(月) 2/9(火) 2/10(水) 2/11(木) 計

大通会場 154 244 295 292 238 193 220 325 1,961

つどーむ会場 64 115 96 39 26 24 108 472

●第61回（H22）さっぽろ雪まつり会場別日観光客数（千人）

①検討対象観光客数
さっぽろ雪まつり観光客の過去最大値である平成22年の約243万

人を対象とし、大通会場の日最大観光客数（平日244千人・休日325千
人）を用いる。

(1)算出条件

総数

244,000

325,000

市民

124,100

165,300

市民以外

119,900

159,700

平日最大観光客数
（人/日）

休日最大観光客数
（人/日）

む会場

合計 154 308 410 388 277 219 244 433 2,433

②観光客の分類
〇雪まつり期間中の各種アンケート調査結果を用いて、観光客を市民と市民以外に分類
〇市民観光客は、日常生活行動者の来訪者がそのほとんどを占めると考え、雪まつり観光客の検討から除外
〇雪まつり観光客は、市民以外の観光客のみを検討対象とする

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

雪
ま
つ
り
観
光
客
（千
人
／

３．観光行動者の算出②

(2)雪まつり観光客の算出
○大通会場の時間帯別観光客数を観光調査データと雪まつり時期の地下鉄利用状況から算出
○雪まつり観光客数が最も多いのは、
平日で１６時台前後に１０～１２千人／時、休日で１４時台前後に１６～１７千人／時

●平日

平日ピーク15時台前後
10～12千人／時

６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

雪まつり観光客 0.0 0.1 1.7 4.0 12.0 13.2 13.0 15.5 16.5 16.0 13.1 14.4 12.4 9.7 8.1 5.2 2.8 1.7 0.3
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６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

雪まつり観光客 0.2 0.7 0.8 6.6 9.8 10.6 8.8 8.5 8.8 10.4 11.5 10.8 9.2 9.1 7.7 4.7 1.6 0.0 0.0

0.0

2.0

4.0

6.0時
）

●休日

休日ピーク14時台前後
16～17千人／時
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３．観光行動者の算出③

a)帰宅困難者
Ａ：市内の知人宅に宿泊している人のうち、徒歩により知人宅へ帰宅できない人
Ｂ：日帰り観光客の全ての人
Ｃ：宿泊施設に宿泊している全ての人

b)屋外滞留者（滞在場所を確保できない人） ※算出結果はP3-6
○Ａの全ての人
○Ｂの全ての人
○Ｃのうち、市内の宿泊施設を確保できない人 ⇒市内の宿泊施設のうち、徒歩で戻ることが
可能な宿泊施設の定員数（3.5万人）を超える人が屋外滞留者

(3)帰宅困難者等の算出
○市民以外の雪まつり観光客を各種アンケート調査結果より以下のＡ～Ｃに分類し、
帰宅困難者数及び屋外滞留者数を算出

可能な宿泊施設の定員数（3.5万人）を超える人が屋外滞留者

●市民以外の雪まつり観光客の内訳

市内の知人宅はあるが
徒歩により知人宅へ

帰宅できない人

日帰り観光客の
全ての人

宿泊施設に
宿泊している全ての人

大通より半径3.0kmの円内

の宿泊施設の定員数は3.5万人
（徒歩約40分圏内）

帰宅困難者

屋外滞留者 全ての人 全ての人
市内の宿泊施設を
確保できない人

（3.5万人を超える人）
平日10,900人

休日26,100人

総数

平日最大観光客数
（人/日）

119,900

休日最大観光客数
（人/日）

A知人宅に宿泊

10,400

13,900

B日帰り

63,600

84,700

C宿泊施設に宿泊

159,700

45,900

61,100
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４. 帰宅困難者数の算出

●平日

平日ピーク15時台前後
95～96千人／時

〇日常生活行動者と観光行動者とを合算して、帰宅困難者を時間帯別に算出
〇帰宅困難者数が最も多いのは、
平日で１５時台前後に９５～９６千人／時、休日で１４～１５時台に５９～６０千人／時

６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

日常生活行動者帰宅困難者数 123 126 138 185 238 310 376 410 442 443 417 382 338 291 256 219 184 164 142

観光行動者帰宅困難者数 0.0 1.1 16 37 112 123 121 145 154 150 122 134 116 91 76 49 26 15 2.3

帰宅困難者計 123 127 154 222 350 433 497 555 596 592 540 516 454 382 332 268 210 179 144
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６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

日常生活行動者帰宅困難者数 237 244 318 639 764 819 856 864 873 858 841 816 772 646 532 442 377 323 286

観光行動者帰宅困難者数 2.0 6.4 7.6 61 92 99 82 79 82 97 107 101 86 85 72 44 14 0.0 0.0

帰宅困難者計 239 251 326 700 855 918 939 944 955 955 948 917 857 731 604 487 391 323 286

0

●休日

休日ピーク14～15時台
59～60千人／時
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５. 算出結果①

●日常生活行動者

〇平日１５時台における帰宅困難者等の人数を整理の上、屋外滞留者数を算出

帰宅困難者計＝95,500人

≒96,000人

370,800人

285,000人 85,800人

屋外滞留者

54,700人 31,100人

屋外滞留者以外の者

計画区域内にいる人
･流入する人

帰宅可能者 帰宅困難者

屋外滞留者計=37,800人
≒38,000人

〇平日最大の帰宅困難者数は９６千人
○その時の屋外滞留者数は３８千人

54,700人 31,100人

10,400人

700人 9,700人

屋外滞留者

3,000人 6,700人

屋外滞留者以外の者

雪まつり観光客

帰宅可能者 帰宅困難者

●観光行動者（雪まつり観光客）

５. 算出結果②

●日常生活行動者

〇休日１４時台における帰宅困難者等の人数を整理の上、屋外滞留者数を算出

帰宅困難者計＝59,600人

≒60,000人

189,300人

145,100人 44,200人

屋外滞留者

10 500人 33 700人

屋外滞留者以外の者

計画区域内にいる人
･流入する人

帰宅可能者 帰宅困難者

●観光行動者（雪まつり観光客）

屋外滞留者計=45,500人
≒46,000人

〇休日最大の帰宅困難者数は６０千人で、平日よりも少ない
○その時の屋外滞留者数は４６千人で、平日を上回る

10,500人 33,700人

16,500人

1,100人 15,400人

屋外滞留者

3,600人 11,800人

屋外滞留者以外の者

雪まつり観光客

帰宅可能者 帰宅困難者
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６．夏季算出結果

●平日（１５時台）

〇夏季についても冬季と同様な手法により、日常生活行動者のみによる帰宅困難者数及び
屋外滞留者数を算出

370,800人

311,600人 59,200人 ≒59,000人

計画区域内にいる人
･流入する人

帰宅可能者 帰宅困難者

●休日（１４時台）

189,300人

158,700人 30,600人 ≒31,000人

屋外滞留者

7,200人 23,400人 ≒23,000人

計画区域内にいる人
･流入する人

帰宅可能者 帰宅困難者

屋外滞留者以外の者

屋外滞留者

37,600人 21,600人 ≒22,000人

屋外滞留者以外の者

７．まとめ

計画区域にいる人・
流入してくる人

帰宅困難者 屋外滞留者

平
冬 季 ３８１ ９６ ３８

（千人）

日
夏 季 ３７１ ５９ ２２

休
日

冬 季 ２０６ ６０ ４６

夏 季 １８９ ３１ ２３
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